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        編

集
後
記 

恙
つ
つ
が

無
く 

生
き
る
喜
び 

冬
に
入
る 

い
つ
ま
で
も
自
立

し
て
生
き
た
い
も
の

で
す
ね
！
（
Ｍ
） 

 

☆お知らせ☆ 
 

*広報委員会 

１２月２６日（水） 

13:30 

次
回
走
者
は
新
町
の

池
山
和
彦
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。 

裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い 

 
 

 
 

 
 

最
近
の ニ

ュ
ー
ス
か
ら 

 
 

座
間
市
の
九
遺 

体
事
件
の
報
道
を 

見
る
と
、
容
疑
者
が 

「
俺
っ
て
生
き
て 

い
る
意
味
あ
ん
の
か
な
」
と
漏
ら
し
て

い
た
そ
う
で
す
。 

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
も
本
心
で
は

な
い
に
し
て
も
「
死
に
た
い
」
と
い
う

こ
と
ば
を
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

自
分
の
存
在
に
自
信
が
持
て
な
い

人
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
を
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

五
月
町 

葛
井
和
秋 バトンちゃん 

 
 
 
 
 
 

松
阪
市
リ
サ
イ
ク
ル
・
ク
リ
ー
ン  

セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
終
え
て    

 
 
 
 
 

十
月
二
十
六
日
（
木
）
晴
天
に
恵
ま 

れ
出
発
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
。 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
ト 

レ
ー
等
を
、
汚
れ
・
混
り
物
の
除
去
、
選
別 

処
理
を
手
作
業
で
行
い
、
圧
縮
梱
包
を
し
て
再 

生
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で 

は
、
ゴ
ミ
は
全
部
機
械
処 

理
で
焼
却
、
脱
臭
装
置
で 

臭
気
が
外
部
に
漏
れ
て
な 

く
、
嫌
な
臭
い
も
あ
り
ま 

せ
ん
で
し
た
。 

 

参
加
者
の
方
も
色
々
質
問
を
さ
れ
て
熱
心 

に
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
に
従
っ
て
出
し
た
い
と 

思
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

住
部
会 

幸
ま
ち
づ
く
り ク

リ
ス
マ
ス
に
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 
 

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
業
と
し
て
さ
さ
や

か
な
贈
り
物
を
し
ま
す
。 

 
 

 

十
二
月
十
八
日
か
ら
左
記
に
該
当
す
る
ご
家

庭
に
お
届
け
し
ま
す
。 

  

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日 

現
在
幸
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
で 

 

七
十
歳
以
上
独
り
住
ま
い
の
方 

（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
八
日
以
前
生
ま

れ
） 

 

八
十
歳
以
上
で
高
齢
者
だ
け
で
お
住
ま
い
の
方 

（
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
八
日
以
前
生
ま
れ
） 

福
祉
部
会 

小
中
学
校
の
み
な
さ
ん
へ            「さいわい寺小屋サロン」 み

ん
な
待
っ
て
る
よ
！ 

・
日
時 

十
二
月
二
十
六
日(

火)

十
時
三
十
分 

・
場
所 

幸
公
民
館 

学
習
会
と
昼
食
会
、
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

 

ビッグワールド英会話 
子どもの英語スクールと大 

人のオーダーメイド英会話 

電話 : 090-5860-0443 

HP：ww.bigworldschool.com 

アメリカ出身のダニエル

が西林で英会話スクール

を開講しました。日本語

もできて、大学院で言語

の教え方も勉強し、１０

年間の経験もあります。

英語を通して世界を広げ

ましょう！ 
 

幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン  

今
回
、
千
五
百
円
相
当
の
事
務 

用
品
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

毎
月
十
一
日
に
「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
川
井

町
店
」
で
、
買
い
物
を
さ
れ
、
黄
色
い
レ
シ

ー
ト
を
「
幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
ボ
ッ

ク
ス
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。 

楽
し
か
っ
た
笑
顔
の
会 

 
 

十
一
月
十
三
日
（
月
）
十
四
時
五
十
分
～ 

幸
小
学
校
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

幸
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
児
童
が
主

体
と
な
り
、
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
を
図
り

ま
し
た
。 

 

お
手
玉
・
竹
と
ん
ぼ
等
の
昔
遊
び
や
風
船
バ

レ
ー
等
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
歓 

声
と
笑
顔
が
広
が
り
ま
し 

た
。 

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆 

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

 
 

福
祉
部
会 
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松
阪
の
伝
説 

兼
高
の
大
蛇
退
治 

② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
部
会 

兼
高
は
空
井
戸
を
出
で
て
も
う
一
つ
の
赤
子

を
池
の
中
に
投
げ
入
れ
て
、
西
の
池
を
去
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
七
日
た
っ
た
三
月
十
五
日
の
こ
と

で
あ
る
。 

兼
高
が
東
の
池
ま
で
行
っ
て
み
る
と
、
赤
子
の

猛
毒
に
生
命
を
絶
っ
た
悪
蛇
の
巨
体
が
無
残
に

も
水
面
に
浮
い
て
い
た
。
そ
し
て
同
十
八
日
、
西

の
池
に
も
同
様
、
蛇
体
の
巨
体
が
浮
か
び
上
が
っ

た
。 兼

高
は
、
こ
の
雌
雄
の
大
蛇
を
池
の
そ
ば
に
埋

め
、
尾
沢
と
名
付
け
て
塚
を
築
い
た
。 

ま
た
西
の
池
で
獅
子
頭
を
冠
り
身
を
隠
し
た

井
戸
を
石
神
と
し
て
祀
り
、
東
の
池
の
洞
窟
を
若

子
の
社
と
し
て
祀
り
、
地
引
の
社
と
も
名
付
け

た
。 兼

高
は
、
治
安
二
年(

一
〇
ニ
ニ
年)

大
地
震
に

よ
っ
て
荒
廃
し
て
い
た
こ
の
地
を
開
拓
し
て
、
城

郭
を
築
き
、
翌
二
年
に
は
観
世
音
を
祀
っ
て
獅
子

頭
を
奉
納
、
金
剛
寺
を
明
楽
寺
と
改
称
し
た
。 

ま
た
山
号
を
雌
雄
の
大
蛇
に
因
ん
で
、
「
両
竜

山
」
と
し
た
の
も
こ
の
由
来
か
ら
で
あ
る
。 

兼
高
が
冠
っ
た
獅
子
頭
は
今
も
山
室
に
保
存

さ
れ
て
お
り
、
室
町
時
代
以
前
の
作
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。 

太
刀
は
山
室
の
八
幡
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い

た
が
、
盗
難
に
あ
い
、
山
室
家
の
末
裔
が
改
め
て

三
宅
佐
次
右
衛
門
高
保
が
名
刀(

信
州
住
人
助

宗
の
太
刀)

を
代
わ
り
に
奉
納
し
た
。 

八
幡
神
社
は
同
地
区
の
八
雲
神
社
に
合
祀
さ

れ
牟
礼
神
社
と
な
り
、
明
治
十
一
年
に
は
、
花
岡

神
社
に
合
祀
さ
れ
、
牟
礼
神
社
の
社
殿
は
現
在
の

花
岡
神
社
に
移
築
し
、
太
刀
も
同
社
に
納
め
ら

れ
て
い
る
。 

兼
高
は
こ
の
後
山
室
の
地
を
開
き
、
山
室
の
姓

を
名
乗
っ
て
城
を
気
付
い
た
と
い
う
。
山
室
城
は

後
代
が
構
築
し
た
ら
し
く
、
当
時
は
、
妙
楽
寺
の

背
後
の
山
の
頂
上(

「
お
は
り
山)

見
は
り
山
と

も
い
う)

に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

七
代
、
十
郎
左
衛
門
兼
房
は
国
司
北
畠
家
に

仕
え
て
い
た
が
、
信
長
勢
の
襲
撃
に
あ
っ
て
田
丸

城
で
自
刃
し
、
山
室
城
も
こ
の
時
の
攻
撃
を
う
け

て
滅
亡
し
た
。 

今
、
観
音
堂
に
残
っ
て
い
る
血
天
井
は
当
城
の

廊
下
板
と
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、
当
時
の
惨
状
を

物
語
る
に
十
分
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
山
室
城
は
天
正
四
年(

一
五
七
六

年)

伊
勢
国
司
一
族
の
滅
亡
と
と
も
に
廃
絶
し

た
。 初

代
兼
高
が
大
蛇
を
退
治
し
た
池
は
現
在
、

小
鍬
と
い
う
細
長
い
谷
と
な
っ
て
い
る
水
田
。 

西
の
池
は
山
室
の
西
方
、
尾
沢
と
い
う
渓
間
の

水
田
だ
と
み
ら
れ
る
。 

か
つ
て
は
、
毎
年
二
月
二
十
八
日
境
内
の
観
音

堂
で
獅
子
踊
り
の
供
養
も
営
ま
れ
て
い
た
。 

同
寺
の
過
去
帳
に
は
山
室
城
主
代
々
の
法
号 

も
と
ど
め
ら
れ
、
兼
高
の
位
牌
も
あ
る
。 

ま
た
、
「
両
竜
山
明
楽
寺
の
開
基
の
碑
」
も
残

さ
れ
兼
高
の
事
跡
を
伝
え
て
い
る
。  

 
(

完)
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考
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「
松
阪
の
伝
説
」 

 

夕
刊
三
重
新
聞
編 
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